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知っていますか？骨髄バンク

Profile

秋
あき

田
た

　桜
さくら

　さん

ドナー登録・骨髄提供された方の
体験談をご紹介します

町内在住。22歳。
大学在学中に骨髄提供を体験。
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きっかけは学校に来ていた献血車

—骨髄ドナーの登録は何かきっかけがあったのでしょうか
　�　大学1年生の時、学校に献血車が来ていて、授業の空き時間に献血した際に案内されたのがきっかけで
した。健康じゃないとできないことだし、誰かのためになれば良いと思って登録しました。

—適合の案内はいつ頃来ましたか
　　大学3年生の時です。登録から2年経っていたので、そういえば登録したなという感じでした。

—実際に連絡が来て悩んだりしましたか
　�　しなかったですね。それで助かる人がいるならやろうと思いました。骨髄バンクのコーディネーターの
方から、「『確認検査（最初の面談・採血検査）』を終えたドナーの中で、選ばれるのは健康な１人で、たい
てい若くて体格のいい人」と聞いたので、選ばれる確率は低いと思っていました。

—ご家族の方の反応はいかがでしたか
　　はじめに伝えたときは特に反対はなく、「やりたければやりなよ」と言われました。
　�　それでもお医者さんや弁護士の方との骨髄提供の最終同意のときに、さまざまなリスクの説明を聞く中
では心配もされました。それでも、私は大丈夫だろうと提供への気持ちは変わりませんでした。最終同意
の後は、自己輸血用の採血や健康診断で何度か病院に通いま
した。

—提供の方法には２通りあるようですが秋田さんはどちら
の方法でしたか

　�　私は3泊4日で入院して、全身麻酔で腰の骨髄からの採取で
した。それは患者さんの状況によって変わるそうです。

日本では毎年新たに約 1 万人の方が白血病などの血液疾患を発症し、そのうち骨髄バンクを介
した移植を必要とする患者さんは 2,000 人以上です。非血縁者間骨髄・末梢血幹細胞移植は、血
液難病を治療する方法のひとつですが、そのもととなるのは善意のドナーによる造血幹細胞提供
です。町では提供するドナーへの支援とドナー登録の推進を行っています。今回は 2021 年に骨
髄提供を行った秋田桜さんに町長がお話を伺いました。



骨髄バンクに登録できる方 登録受付窓口

・骨髄・末梢血幹細胞の提供の内容を十分に理解している方
・年齢が18歳以上、54歳以下で健康状態が良好な方
・体重が男性45kg以上／女性40kg以上の方

全国の献血センターや保健所（予約制）、
献血バスなどで行っています。
登録は２mlの採血で済みます。

詳しくは、日本骨髄バンクのホームページをご覧ください　https//www.jmdp.or.jp 日本骨髄バンク

3 広報2023.4

特

　集

特

　集 

—入院生活はどうでしたか
今まで入院したことがなく、術後は痛

み止めの薬を飲んでも痛かったです。痛
み止めの薬に対してアレルギーが出てし
まっていたようで、さらに別の薬を追加
していたのですが、それでも熱が出たり
具合が悪くなってしまいました。退院し
た後も腰全体が痛かったですが、今はも
う大丈夫です。

患者さんからの手紙には感動しました

—患者さんへの骨髄移植後は手紙のやり取りが2回までできるそうですがしましたか
　�　はい、2回しました。患者さんのことは、居住地域、年代、性別のみ聞いていますが、手紙には患者さん
やそのご家族について書かれていて、やって良かったなと感動しました。特に母は、はじめ骨髄提供につ
いて不安がっていましたが、その手紙を見て「本当に素晴らしいことをしたんだね」と言ってくれました。
入院中辛かったことも手紙を見たら全然気にならなかったし、ドナーになれるのは人生で2回までだけ
ど、もし機会があったらその時はまたやろうと思います。

健康な人がそれぞれにできることを

—今回の骨髄提供の体験をとおしてお伝えしたいことはありますか
　�　健康であれば誰かの命を助けることができるということです。HLA型（白血球の型）が合っても、ドナー
の健康面やさまざまな事情で、提供できないことがあるようなので、多くの人が登録をすることで患者さ
んが移植を受けられる可能性も上がると思います。医療職などではない一般の人でも、誰かの命を助けら
れる機会なので、そういう人が増えるといいですね。

▲左から森福祉健康課長、秋田さん、馬淵町長

町では骨髄・末梢血幹細胞提供を行った、ドナーやドナーの就業する事業所への助成を行って
います。詳しくは、ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

【問合せ】福祉健康課　☎（40）1055
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令和５年度当初予算は 49 億 9,800 万円で、昨年度より 2 億 7,700 万円増加（+5.9％）となり、町道
の整備事業や老朽化した公共施設の修繕費、社会福祉費の増加が主因として挙げられます。今年度は、昨
年に引き続き「安心・安全なまちづくり」を目指し、中央ポンプ場や一宮排水機場の施設整備（改修）事業
や防災行政無線デジタル化工事、ハザードマップの作成、津波避難誘導看板の設置などを行います。さら
に、一宮海岸における公衆トイレ設置事業やサーフィンフェスティバル開催にて観光振興を図るほか、郷
土の偉人で、かつて千葉県知事も歴任した加納久朗に関するシンポジウム開催事業を新たに盛り込むな
ど、限りある財源を幅広い分野に配分しました。

Ⅲ　暮らしの充実度を上げるための子育て・教育・文化の増進
• （新規）出産・子育て応援交付金（760 万円）　

•（新規）第３子以降学校給食費無償化事業（446 万円）

•（継続）町史編さん事業（244万円）　　　　　　

…�妊娠期から出産、子育て期まで切れ目ない相談支援の充実と、出産育児関
連用品の購入や子育て支援サービスの利用にかかる負担軽減を図るため、
妊娠および出産の際に５万円ずつ支給します。

…�第３子以降の公立小中学校における学校給食費を無償化し、多子世帯にお
ける経済的負担の軽減を図ります。

…�令和４年度から10年計画で町史の編さんに取り組んでいます。令和５年度
は、玉前神社と一宮本郷村に関する「歴史叢書第２集」を刊行予定です。

Ⅳ　暮らしの安全・安心を確保するための防災・福祉・医療の増進
• （継続）公共下水道施設整備事業（2 億 3,120 万円）

•（新規）ハザードマップ作成事業（550万円）　　

•（新規）津波避難誘導看板作成事業（147万円）　

•（新規）新型コロナウイルスワクチン接種事業（7,000万円）

…�中央ポンプ場は施設整備開始から半世紀近くが経過し老朽化が著しいた
め、修繕計画を作成し順次改修を行います。今年度はポンプの長寿命化およ
び耐水化工事を行い、併せて耐震補強実施計画、耐津波診断を実施します。

…�津波ハザードマップを更新、内水ハザードマップを新規作成して、それぞれ
5,000部作成したうえで全戸配布します。

…�一宮海岸２ヶ所、東浪見と釣ヶ崎海岸にそれぞれ１ヶ所、津波避難場所の所
在地を示す看板を設置します。

…�国の政策に基づき、適切なワクチン接種体制を迅速に整えます。国の方針・
政策により開始時期や接種実施回数が定められます。

町　税 29.1％
14億5,597万円

（＋1億451万円、＋7.7％）
繰入金 4.3％
2億1,257万円

（▲9,885万円、▲31.7％）

寄附金 3.9％
1億9,502万円

（▲2,420万円、▲11.0％）

その他依存財源 8.5％
4億2,435万円

（＋652万円、＋1.6％）

県支出金 8.2％
4億1,062万円

（＋2,922万円、＋7.7％）

国庫支出金 12.8％
6億4,186万円

（＋1億1,952万円、＋22.9％）

科目　構成比
予算額

（対前年度増減額、増減割合）

凡例

地方交付税 24.0％
12億円

（＋1億5,000万円、＋14.3％）

町　債 3.9％
1億9,490万円

（▲2,290万円、▲10.5％）

その他自主財源 5.3％
2億6,271万円

（＋1,317万円、＋5.3％）

自主財源 21億2,627万円（42.6％）
依存財源 28億7,173万円（57.4％）

歳　入
49億9,800万円

（＋2億7,700万円、＋5.9％）

【一般会計歳入】

49億9,800万円
(前年度比　＋2億7,700万円）

まちの予算
令和５年度一般会計

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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【主な用語説明】
【�自主財源】…町税や使用料な
ど、町が自主的に収入できるお
金
【�依存財源】…地方交付税など、
国や県の意思によって額が決
められ割り当てられるお金
【�一般財源】…町税や地方交付
税など、使い道が特定されて
いない財源

【�特定財源】…国・県支出金、
繰入金、町債など、使い道が
特定される財源

【�繰 入 金】…各種基金（貯金）
の取崩しや他会計から繰入る
お金

【�その他自主財源】…分担金や
負担金、使用料、財産収入、繰
越金などが含まれる

【�地方交付税】…自治体の財政
力に応じ国から交付されるお金
【�国・県支出金】…特定目的の
ために国や県から交付される
お金

【�町　債】…特定目的のために
国や銀行から借りるお金

【�その他依存財源】…地方譲与
税や各交付金が含まれる

【�義務的経費】…歳出のうち、
その支出が義務付けられ、簡
単に削減できない経費
【�投資的経費】…道路や橋など、
社会的資本の整備を進めるた
めの経費
【�扶 助 費】…児童や老人、生
活困窮者を援助するために使
うお金

【�公 債 費】…借入金（町債）の
返済に使うお金
【物 件 費】…行政サービスを
提供するため必要となる委託
費や消耗品・光熱水費などに
使うお金
【�補助費等】…さまざまな団体
への補助金、負担金などに使
うお金

令和５年度に行う主な事業を、まちが重点戦略に定める�
大きな４つのテーマごとに紹介します。

これらのほかの予算や事業の内容を知りたい方は、町ホームページに「わかりやすい予算説明書」を６月頃
掲載しますので、そちらもご覧ください。� 【問合せ】総務課　☎（42）2112

令和５年度の主な事業
Ⅰ　オリンピックレガシーとしてのサーフォノミクスの拡大

• （新規）一宮海岸北側トイレ設置工事（4,160 万円）

•（新規）サーフィンフェスティバル管理運営事業（980万円）

…�海水浴客やサーファーが多く訪れ、花火大会などのイベントも多く開催さ
れる一宮海岸に公衆トイレを設置することで、観光地としての利便性と魅
力の向上を図ります。

…�千葉県誕生150周年記念事業の一環として、東京オリンピック競技大会サー
フィン競技会場であった釣ヶ崎海岸にてイベントを開催し、サーフタウン�
一宮の魅力をPRするとともに、県民の皆さんとの交流の場を創出します。

Ⅱ　パワースポット一宮の力の源としての農業と各種産業の拡大
• （新規）一宮排水機場維持管理事業（1,408 万円）

•（継続）プレミアム付き商品券事業（480 万円）

…�湛水防除施設である一宮排水機場のポンプの老朽化に伴い、令和５年度は
機能診断を行い、その結果を踏まえて今後の改修に向けた機能保全計画を
策定し、農作物への湛水被害を防ぎます。

…�町内の消費喚起、商店の更なる活性化を目的としてプレミアム率10％の商
品券を販売します。町内の加盟店で使用できるお得な商品券です。ぜひ、ご
活用ください。

商工費 2.8%
1億3,841万円

（+5,321万円、+62.4％）

予備費・他 0.2%
1,001万円

（±0万円、±0％）
議会費 1.8%
8,735万円

（+353万円、+4.2％）

民生費 24.9%
12億4,716万円

（＋8,602万円、＋7.4％）

総務費 18.9%
9億4,669万円

（▲5,513万円、▲5.5％）

衛生費 11.4%
5億6,904万円

（＋2,576万円、＋4.7％）

諸支出金 8.1%
4億394万円

（＋1,463万円、＋3.8％）

教育費 7.3%
3億6,426万円

（＋1,514万円、＋4.3％）

公債費 6.5%
3億2,592万円

（▲171万円、▲0.5％）

消防費 5.3%
2億6,577万円

（＋1,631万円、＋6.5％）

農林水産業費 3.4%
1億6,916万円

（▲2,966万円、▲14.9％）

土木費 9.4%
4億7,029万円

（＋1億4,890万円、＋46.3％）

歳　出
49億9,800万円

（＋2億7,700万円、＋5.9％）

【一般会計歳出】
性質別歳出内訳 目的別歳出内訳

義務的経費� 23億2,276万円

　人件費� 11億5,458万円
　公債費� 3億2,592万円
　扶助費� 8億4,226万円

投資的経費　 

　普通建設事業費など　
　4億9,492万円

その他経費� 21億8,032万円

　物件費� 6億7,716万円
　補助費など� 8億621万円
　繰出金� 5億4,616万円
　積立金� 1億1,076万円
　他� 4,003万円



課 等 名
課 長 等 氏 名 係　名 主な業務内容 電話番号

総務課
諸岡　　昇

庶務係
人事、給与、行政区、秘書
消防、防災、行政相談、
財政、町有財産管理

（42）2112防災行政係

財政係

企画広報課
渡邉　高明

企画係 政策推進、地方創生、統計、
オリンピック関連、ふるさと納税
広報・広聴、国際化

（42）2113
ふるさと納税
（42）2130広報係

税務課
鎗田　浩司

課税係 住民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、
納税相談、町税徴収事務

（42）2114
徴収係

住民課
目良　正巳

住民係 戸籍、住民票、印鑑登録、
国民健康保険、国民年金、

後期高齢者医療
（42）1423

保険年金係

福祉健康課
森　　常麿

福祉係
社会福祉、障害者福祉、
高齢者福祉、母子保健、
各種健（検）診、予防接種、
介護保険、介護相談、

介護予防、
新型コロナウイルス関連

（42）1431
（40）1055

健康係
（子育て世代包括支援センター）

感染症対策係

介護保険係
（地域包括支援センター）

子育て支援課
小柳　　薫

子育て支援係 児童福祉、母子福祉、保育所等事務、
子ども医療費助成、学童保育 （42）1415

いちのみや保育所 （42）2514

都市環境課
高田　　亮

都市整備係
建築、開発行為、都市計画、

ごみ、鳥獣保護
町道管理、町営住宅

（42）1430環境係

建設係

産業観光課
田中　一郎

農業振興係
（農業委員会） 農林水産業、農業集落排水、

商工業、観光、消費生活相談

（42）1428

商工観光係 （42）1427

会計課
秦　　和範 出納係 公金の出納事務 （42）1422

教育課
渡邉　浩二

学校教育係 教育委員会の会議、
児童・生徒の就学、
社会教育、文化財、
町史編さん、町民バス

（42）4574

社会教育係 （42）1416

議会事務局
御園　明裕 議会運営事務、監査事務 （42）1421

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町の組織と業務内容をお知らせします

町
長　

 

馬　
淵　
昌　
也

副
町
長　
大　
場　
雅　
彦

教
育
長　
竹
之
内　
達　
生



　

町
か
ら
の
連
絡
事
項
を
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
、
地
域
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
取
り
ま
と
め
て
町
へ
伝
え
る
、
区
長

と
自
治
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
区　
長
〉

〈
自
治
会
長
〉

◆
主
な
仕
事

・
地
域
住
民
の
要
望
の
取
り
ま
と
め

・
行
政
情
報
の
伝
達（
区
長
回
覧
）

　
第
１
・
第
３
水
曜
日

・
防
犯
灯
の
管
理
、新
設
に
関
す
る
申
請

・
集
会
所
の
新
築
、補
修
の
補
助
金
申
請

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
協
力

・
集
積
所
の
管
理

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２

　
16
区
を
担
当
す
る
委
員
が
不
在
で
し

た
が
、
区
よ
り
新
た
に
推
薦
を
い
た
だ

き
、
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
４
月
３
日

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。

※
現
在
、
綱
田
区
、
５
区
・
６
区
、
新

浜
区
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
欠
員

し
て
い
ま
す
。
個
別
の
相
談
が
あ
る
場

合
は
、
内
容
に
応
じ
て
近
隣
の
委
員
の

紹
介
や
、
適
切
な
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
欠
員
の
区
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
42
）１
４
３
１

福辺　ますみ
☎（42）4815

16 区

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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区
長
・
自
治
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

綱

田

吉

野　

眞

人

釣

久

我
　

守

枇

杷

畑

峰

嶋　

秀

哉

権

現

前

三

枝
　

孝

大

村

小

安　

一

也

岩

切

小

林　

弘

利

矢

畑

長
谷
川
晃
正

稲

荷

塚

長
谷
川
太
積

原

鵜

澤　

智

博

新

熊

田

中
　

宏

１

区

安

藤　

昇

次

２

区

丸

島　

和

彦

３

区

町

田　

義

昭

４

区

細

野　

舜

海

５

区

古

山　

利

幸

17

区

の

１

市

原　

恵

浩

17

区

の

２

朝

原　

則

夫

６

区

近

藤　

文

孝

７

区

の

１

菊

地　

大

輔

７

区

の

２

永

島　

宏

一

８

区

の

１

鈴

木　

元

信

８

区

の

２

並

木　

康

史

９

区

の

１

鵜

澤
　

誠

９

区

の

２

鵜

澤　

好

伸

10

区

飯

塚　

特

夫

11

区

森

田　

高

章

12

区

丸

嶌　

克

美

13

区

室

川　

典

弘

14

区

小

髙
　

孝

15

区

御
園
生
利
伸

16

区

藤

井
　

敦

船

頭

給

山

瀬　

英

彰

新

地

大

橋　

廣

春

宮

原

杉

坂
　

温

海

岸

柳

澤
　

勉

新

浜

渡
邊
優
一
郎

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す



こ
の
よ
う
に
世
界
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

で
久
朗
は
活
躍
を
み
せ
た
人
物
で
す
。

さ
て
表
題
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
久
朗

の
遺
言
状
に
書
か
れ
た
一
文
で
す
。
久
朗

は
千
葉
県
知
事
就
任
後
わ
ず
か
１
１
１
日

で
、志
半
ば
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。彼
が
目

指
し
た
も
の
、
見
て
い
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
か
―
。こ
れ
か
ら
数
回
に
わ
た
り
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
主
な
参
考
文
献
〕

『
加
納
家
史
料
目
録
』

�

（
町
教
育
委
員
会
、２
０
０
５
年
）

高
崎
哲
郎『
国
際
人
・
加
納
久
朗
の
生
涯
』

�

（
鹿
島
出
版
会
、２
０
１
４
年
）

中
村
泰『
上
総
一
宮　
加
納
藩
の
歴
史
』

�

（
私
家
版
、２
０
１
８
年
）ほ
か

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

【
第
１
回　
は
じ
め
に
】

今
年
２
０
２
３
年
は
町
ゆ
か
り
の
偉

人
・
加
納
久ひ

さ

朗あ
き
らの

没
後
60
年
の
年
に
な
り

ま
す
。ま
た
明
治
６
年（
１
８
７
３
）６
月

に
千
葉
県
が
誕
生
し
て
か
ら
１
５
０
年
の

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

加
納
久
朗
は
、明
治
19
年（
１
８
８
６
）、

最
後
の
一
宮
藩
主
で
あ
る
加
納
久ひ

さ

宜よ
し

の

子
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
東
京
帝
国
大

学
卒
業
後
、
横
浜
正し

ょ
う

金き
ん

銀
行
へ
入
行
。
以

後
大だ

い

連れ
ん（

中
国
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン

ド
ン
、カ
ル
カ
ッ
タ（
イ
ン
ド
）と
い
っ
た

世
界
各
地
の
支
店
に
赴
任
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）に
ロ
ン
ド
ン
支
店
の
支
配
人

に
就
任
し
ま
す
。
戦
後
、
公
職
追
放
さ
れ

ま
す
が
、
追
放
解
除
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
財
界

の
連
絡
役
と
し
て
活
躍
、
日
本
住
宅
公
団

（
現
在
の
都
市
再
生
機
構
の
前
身
の
一
つ
）

初
代
総
裁
に
就
任
し
ま
す
。
総
裁
辞
任
後

の
昭
和
37
年（
１
９
６
２
）に
は
千
葉
県

知
事
選
挙
に
出
馬
、
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。知
事
時
代
に
は「
週
休
２
日
制
」の
導

入
や
移
動
県
庁
な
ど
を
実
施
し
、「
ア
イ
デ

ア
マ
ン
」知
事
と
し
て
各
界
の
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵 昌也

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

▲千葉県PRマスコット
　キャラクター　チーバくん
　（150周年記念ロゴ）

３
月
も
下
旬
と
な
り
、
桜
の
花
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。先
日
、玉
前
神
社
に
お
い
て
、

桜
の
開
花
宣
言
が
行
わ
れ
、
わ
た
く
し
も
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
早
い
開

花
だ
そ
う
で
す
。

わ
た
く
し
の
大
学
生
時
代
、
１
９
７
０
年

代
後
半
を
思
い
出
し
て
み
る
と
、
桜
の
花
、

特
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
４
月
の
８
日
前
後

に
満
開
と
な
っ
て
い
た
と
記
憶
し
ま
す
。
当

時
、
こ
の
頃
に
新
年
度
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
に
研
究
室
の
仲
間
と
上
野
公

園
に
花
見
に
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。不
忍
の
池
の
周
り
に
は
、満
開
の
桜
と
、

芽
吹
い
た
柳
が
交
互
に
な
ら
ん
で
、
ま
さ
し

く「
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春

の
錦
な
り
け
る
」（
素
性
法
師
作
・『
古
今
集
』

所
収
）の
和
歌
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
今
は
大
分
早
ま
っ
て

い
ま
す
。
４
月
の
入
学
式
、始
業
式
前
後
は
、

す
で
に
散
り
始
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
地
球
温
暖
化
の

結
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。

桜
と
い
え
ば
、
最
近
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

だ
け
で
な
く
、
２
月
か
ら
咲
く
カ
ワ
ヅ
ザ
ク

ラ
に
も
大
分
人
気
が
で
て
い
ま
す
。
白
子
の

海
岸
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
種

類
で
す
。
そ
の
後
３
月
中
旬
に
咲
き
、
ピ
ン

ク
の
色
が
濃
く
、
艶
麗
な
咲
き
ぶ
り
の
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
も
多
く
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
下
旬
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
に
前
後
し
て
、
一
宮
町
の
里
山
に

は
、ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
白
く
咲
き
誇
り
ま
す
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
か

ら
始
ま
っ
て
、
５
月
連
休
ま
で
咲
い
て
い
る

八
重
桜
ま
で
の
間
、
大
体
２
ヶ
月
前
後
も
あ

り
ま
す
。こ
の
間
、広
い
公
園
や
山
な
ど
に
、

意
識
的
に
、
順
番
に
開
花
時
期
を
迎
え
る
品

種
を
植
え
並
べ
て
、
サ
ク
ラ
が
ず
っ
と
楽
し

め
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
面
白
い
戦
略
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

一
宮
町
で
は
、
か
つ
て
洞
庭
湖
が
桜
の
名

所
と
し
て
有
名
で
し
た
。
今
で
は
、
す
っ
か

り
衰
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
再
興
を

願
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
め

池
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
現
在
で
は
木

を
池
の
ほ
と
り
に
植
え
る
こ
と
は
禁
じ
手
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
の
斜
面
な
ど
に
、
雑

木
の
代
わ
り
に
桜
を
植
え
る
こ
と
は
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
残
っ
て
い
る
桜
も
大
事

に
し
て
、
再
度
桜
の
名
所
に
で
き
る
可
能
性

を
探
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

No.81

一
宮
町
の
歴
史
特
集
　
︱
加
納
久
朗
没
後
60
年
︱

　
ワ
レ
ワ
レ
ハ
千
葉
県
ノ
タ
メ
　

�
千
葉
県
ハ
日
本
ノ
タ
メ
　
日
本
ハ
世
界
ノ
タ
メ



太
平
洋
と
い
う「
海
」は
九
十
九
里
浜

沿
岸
地
域
に
、
古
く
か
ら
多
く
の「
富
」

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
江
戸
時
代
は

地
曳
網
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な「
富
」が
も
た
ら
さ
れ
、「
網
主
文
化
」

が
隆
盛
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
代
は
自
然
災
害

が
頻
発
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

地
震
や
火
山
噴
火
の
み
な
ら
ず
、
海
に

面
し
た
こ
の
地
域
で
は
津
波
被
害
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
自
然
災
害
が
も
た

ら
し
た
被
害
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

本
講
座
は
令
和
２
年
３
月
７
日
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
講
座
で
す
。

◆
と
き　
６
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～（
３
時
頃
終
了
予
定
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

◆�

講
師　
古こ

山や
ま

豊ゆ
た
か

氏　
（
大
網
白
里
市
・

東
金
市
文
化
財
審
議
会
委
員
）

◆
定
員　
先
着
50
人

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
制

◆�

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
氏
名
、
連
絡
先
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

　
　
　
　
　

（
４２
）１
４
２
４

　

syakai@
town.ichinom

iya.chiba.jp

今
年
は
千
葉
県
が
誕
生
し
て
か
ら

１
５
０
年
目
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

明
治
４
年（
１
８
７
１
）７
月
の
廃
藩

置
県
の
の
ち
、
わ
ず
か
４
ヶ
月
で
し
た
が

「
一
宮
県
」が
存
在
し
ま
し
た
。今
年
度
第

１
回
目
の
展
示
で
は
、
一
宮
藩
と
一
宮
県

に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ　
「
一
宮
藩
と
一
宮
県
」

◆
と
き

　
４
月
21
日（
金
）か
ら
７
月
10
日（
月
）

※�

中
央
公
民
館
開
館
日
、
開
館
時
間
は
見

学
可

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階　
ロ
ビ
ー

�

（
歴
史
資
料
展
示
室
）

◆�

展
示
資
料　
一
宮
藩
高
札
、
旧
一
宮
県

役
所
絵
図
な
ど

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

令
和
４
年
７
月
、
共
和
株
式
会
社　

五
十
嵐
和
幸
代
表
取
締
役
か
ら「
小
学
校

の
図
書
購
入
費
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し

い
」と
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
が
日
常
的
に
本
と
親
し
み
、
主
体

的
な
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
幅
広
く
図

書
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）４
５
７
４

２
月
15
日
、
新
車
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
が
、
消
防
団
第
４
支
団
第
１
分

団
第
４
部（
原
・
矢
畑
・
稲
荷
塚
・
新
浜

区
の
一
部
）に
配
備
さ
れ
、
納
車
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
消
防
車
は
21
年
間
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
車
に
な
っ
た
こ
と

で
、
自
動
車
や
小
型
ポ
ン
プ
の
操
作
性
も

向
上
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
の
た

め
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
い
る
消
防

団
の
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
４２
）２
１
１
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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小
学
校
図
書
を

�

購
入
し
ま
し
た

消
防
自
動
車
が

�

納
車
さ
れ
ま
し
た

第
１
回
一
宮
町
文
化
財
講
座

「
江
戸
時
代
の
九
十
九
里
地
域

�
の
地
震
・
津
波
被
害
」

第
１
回
企
画
展
示

「
千
葉
県
誕
生
１
５
０
年

�

一
宮
藩
と
一
宮
県
」

▲消防団第４支団の皆さん



一
宮
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、
介

護
保
険
事
業
や
高
齢
者
福
祉
事
業
に
か
か

わ
る
介
護
保
険
料
や
保
険
給
付
な
ど
の
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
介

護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
の
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

町
民（
介
護
保
険
被
保
険
者
）の
立
場
か

ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
満
４０
歳
以
上
で
、
平
日
の
昼

間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

◆
募
集
人
数　
１
人

◆
委
員
の
任
期

　
委
嘱
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

◆
応
募
締
切
日

　
５
月
２５
日（
木
）※
当
日
必
着

◆
応
募
方
法

　

�「
一
宮
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

応
募
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

計
画
作
成
委
員
会
は
、
介
護
保
険
事
業

や
高
齢
者
福
祉
事
業
に
か
か
わ
る
介
護
保

険
料
や
保
険
給
付
な
ど
の
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
項
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

町
民（
介
護
保
険
被
保
険
者
）の
立
場
か

ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、令
和
５
年
４
月

１
日
現
在
満
４０
歳
以
上
で
、
平
日
の
昼
間

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

◆
募
集
人
数　
２
人

◆
委
員
の
任
期

　

�

委
嘱
日（
７
月
頃
予
定
）か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
）

◆
応
募
締
切
日

　
６
月
８
日（
木
）※
当
日
必
着

◆
応
募
方
法

　

�「
一
宮
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
委
員
応

募
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
福
祉
健
康
課
の
窓
口
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
先

　
〒
２
９
９
︱

４
３
９
６

　
一
宮
町
一
宮
２
４
５
７

　
一
宮
町
福
祉
健
康
課　
介
護
保
険
係
宛

　

（
40
）１
０
５
６

　

kaigo@
town.ichinom

iya.chiba.jp

◆
選
考
結
果
発
表

　
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

※�

申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
審
査

の
目
的
の
た
め
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。（
情
報
非
公
開
）

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
４２
）１
４
３
１

え
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
福
祉
健
康
課
の
窓
口
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
提
出
先

　
〒
２
９
９
︱

４
３
９
６

　
一
宮
町
一
宮
２
４
５
７

　
一
宮
町
福
祉
健
康
課　
介
護
保
険
係
宛

　

（
40
）１
０
５
６

　

kaigo@
town.ichinom

iya.chiba.jp

◆
選
考
結
果
発
表

　
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

※��

申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
審
査

の
目
的
の
た
め
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。（
情
報
非
公
開
）

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
４２
）１
４
３
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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「
一
宮
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
委
員
募
集

「一宮
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
第
９
期
）
作
成
委
員
会
」
委
員
募
集



町
内
に
あ
る
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
た
だ
け
る
支
援
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

・
月
～
金
曜
日　
午
後
２
時
か
ら
７
時

・
土
曜
日
、学
校
休
業
日

　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

※�

シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
１
日
３
時
間
～
５

時
間
程
度

◆
勤
務
条
件

　
時
給　
９
８
６
円
～

※�

社
会
保
険（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
）

の
加
入
な
し
。
勤
務
時
間
に
よ
り
雇
用

保
険
の
加
入
あ
り
。

◆
勤
務
内
容

・
学
校
終
了
後
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育

　

�（
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健
全

育
成
や
生
活
指
導
）

・
子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
場
所
の
清
掃

・�

保
育
日
誌
や
出
席
簿
の
記
入
な
ど
の
事
務

◆
応
募
資
格

・�

特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、子
育
て
支
援
に

熱
意
の
あ
る
方（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
を
お
持
ち
の
方
、教
員
・
保
育
士
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
就
職
や
退
職
な
ど
で
加
入
者
の

年
金
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
必

ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
こ
ん
な
時
は
届
出
を
！

○
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
住
民
課
窓
口
で
、
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
が
い
る
場
合
も
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の「
電

子
申
請（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
必
要
な
も
の

・
厚
生
年
金
の
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

・
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

◆
支
払
い

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
、
納

付
書
で
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
お
支
払
い
も
可
能
で
す
。

◆
勤
務
場
所

・
一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
一
宮
小
学
校
内
）

・
東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
東
浪
見
小
学
校
内
）

◆
申
込
方
法

・�

履
歴
書
に
写
真
添
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

子
育
て
支
援
課　
☎（
４２
）１
４
１
５

高
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、登
録
が
必
要
で
す
。

現
在
、
高
等
学
校･

専
門
学
校
な
ど
に

在
学
中
で
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
高
校
生
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
庭
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
必
ず
期
限

ま
で
に
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
を

過
ぎ
る
と
、
申
請
日
以
前
の
診
療
は
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
期
限　
４
月
28
日（
金
）

【
問
合
せ
】

　

子
育
て
支
援
課　
☎（
４２
）１
４
１
５

◆�

お
勤
め
を
し
て
い
る（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
）場
合

○
加
入
者
本
人

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
国

民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
と
い
い
ま

す
。
厚
生
年
金
保
険
料
は
、
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
被
扶
養
者

扶
養
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

加
入
者
本
人
の
年
金
制
度
全
体
で
保
険

料
を
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎（
４２
）１
４
２
３

４
月
１
日
か
ら
、
り
そ
な
銀
行
で
の
納

付
書
な
ど
に
よ
る
公
金
の
窓
口
収
納
が
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。（
口
座
振
替
は
従
来

ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。）

お
手
持
ち
の
納
付
書
裏
面
に
納
付
場
所

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
り

そ
な
銀
行
窓
口
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ほ
か
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
４２
）２
１
１
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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学
童
保
育
支
援
員
・
補
助

員
を
募
集
し
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
忘
れ
ず
に

高
校
生
ま
で
医
療
費
助
成

を
し
ま
す

り
そ
な
銀
行
で
の
公
金
の

窓
口
収
納
廃
止
の
お
知
ら
せ



近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
を
利
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
の
増
加
防

止
や
良
好
な
生
活
環
境
を
保
ち
、
移
住
定

住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　

�　
町
内
の「
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
」と
考

え
て
い
る
空
き
家
の
所
有
者
の
方
に
物
件

登
録
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、町
は
全

国
版
空
き
家
バ
ン
ク
に
そ
の
情
報
を
公
開

し
ま
す
。そ
の
情
報
を
閲
覧
し
た「
買
い
た

い
・
借
り
た
い
」と
い
う
利
用
希
望
者
と

空
き
家
の
所
有
者
を
橋
渡
し
す
る
制
度
で

す
。契
約
や
交
渉
は
町
と
協
定
を
締
結
し

た
協
力
事
業
者
と
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

都
市
環
境
課　
☎（
４２
）１
４
３
０

◆
補
助
対
象
住
宅

　

�　
町
内
に
現
存
す
る
自
己
の
居
住
の
用

に
供
す
る
た
め
の
住
宅
で
、
当
該
住
宅

が
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の

規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
、
建
築
基
準

法
に
規
定
す
る
確
認
済
証
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
た
住
宅

◆
補
助
対
象
者

　

�　
以
下
の
①
か
ら
④
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

①�

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
補
助
対
象
住
宅

を
新
た
に
取
得
、
居
住
し
、
住
民
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
実
績
報

告
を
す
る
日
ま
で
に
当
該
補
助
対
象
住

宅
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と

②�
当
該
補
助
対
象
住
宅
に
係
る
売
買
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
補
助

対
象
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者

③�

世
帯
全
員
が
市
区
町
村
民
税（
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
を
含
む
）そ
の
他
の
市

区
町
村
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
な
ど
の

滞
納
が
な
い
こ
と

④�

補
助
金
交
付
確
定
日
か
ら
10
年
以
上
継
続

◆
登
録
で
き
る
空
き
家

　

�　

町
内
に
存
在
す
る
建
物（
そ
の
敷
地

を
含
む
）の
う
ち
、個
人
の
居
住
を
目
的

と
し
て
建
築
さ
れ
、
現
在
、
居
住
ま
た

は
使
用
し
て
い
な
い
も
の（
予
定
の
も

の
を
含
む
）で
あ
っ
て
、宅
地
建
物
取
引

業
法
第
３４
条
の
２
に
規
定
す
る
媒
介
契

約
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
。

◆
登
録
で
き
る
空
き
家
の
所
有
者

　

�　
空
き
家
の
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を

有
し
、
当
該
空
き
家
を
売
却
ま
た
は
賃

貸
す
る
能
力
を
有
す
る
者

◆
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク

　

�　

国
で
は
、
各
自
治
体
の
空
き
家
情
報

の
標
準
化
・
集
約
化
を
図
り
、
全
国
の

空
き
家
な
ど
の
情
報
を
簡
単
に
検
索
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
募
に
よ
り

選
定
し
た
２
業
者（
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
㈱
）に
よ
る「
全
国
版

空
き
家
バ
ン
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

町
の
登
録
空
き
家
情
報
は
、
全
国
版
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

【
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
】

　

https://w
w
w
.akiya-athom

e.jp

【
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
‘
Ｓ
】

　

https://www.hom
es.co.jp/akiyabank

◆
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
補
助
制
度

　

�　
空
き
家
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
一

宮
町
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、下
記
案

し
て
、補
助
対
象
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と

◆
補
助
対
象
工
事

　

�　

町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、
建
物
の

屋
根
、
内
外
装
、
居
室
、
浴
室
、
玄
関
、

台
所
お
よ
び
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
工
事

で
、
工
事
額（
消
費
税
除
く
）が
20
万

円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

◆
補
助
金
額

　

�　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
額
の

10
％
に
相
当
す
る
額（
千
円
未
満
切
捨

て
）を
補
助
し
、
補
助
金
額
は
20
万
円

が
限
度
額
で
す
。
な
お
、
補
助
対
象
住

宅
が
一
宮
町
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
登
録
空
き
家
の
場
合
は
、
30

万
円
が
限
度
額
で
す
。

※�

４
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

※�

補
助
申
請
手
続
き
や
事
業
内
容
な
ど
詳

し
く
は
、
都
市
環
境
課
窓
口
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

都
市
環
境
課　
☎（
４２
）１
４
３
０

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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一
宮
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

一
宮
町
空
き
家

�

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金



地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
倒
壊
ま
た
は
転
倒
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
人
な
ど
の
安

全
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
避
難
路
に
面

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま
た
は
建

替
え
に
よ
る
新
設
工
事
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・�

本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
方
が
税
金
の
滞

納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

◆
補
助
の
対
象
に
な
る
も
の

・�

避
難
路
に
面
す
る
安
全
性
の
確
認
が
で

き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
対
象

※�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
１
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の

・�

避
難
路
に
面
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
で
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
」よ
り
、
外
観
で
１
～
５

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ひ
と
つ
で
も
不
適
合

が
あ
る
場
合

◆
補
助
対
象
工
事

　

�　
町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、除
却（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
除
く
）工
事
や
、建
替
え（
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
取
り
除
き
、軽
量
フ
ェ
ン
ス
ま
た

は
生
垣
な
ど
を
新
設
す
る
）工
事
が
対
象

◆
補
助
金
額

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た

り
、除
却
の
み
の
場
合
は
８
万
円（
上
限
額

８
万
円
）、建
替
え
の
場
合
は
16
万
円（
除
却

上
限
額
８
万
円
＋
新
設
上
限
額
８
万
円
）

※�

４
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
な
ど
詳
し

く
は
、
都
市
環
境
課
窓
口
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

都
市
環
境
課　
☎（
４２
）１
４
３
０

　　
　

　
◆
と
き

　
５
月
22
日（
月
）か
ら
６
月
２
日（
金
）

　
午
前
９
時
40
分
か
ら
11
時
30
分

　
（
土
日
は
除
く
）

◆
と
こ
ろ　
　
　

　
千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

　
（
東
浪
見
６
７
６
７
︱
７
）

◆
内
容

　
授
業
の
様
子
や
施
設
設
備
の
参
観

※�

少
人
数
で
の
見
学
・
案
内
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
希
望
日
を
お
聞
き
し
、
調
整

し
ま
す
。

※�

状
況
に
よ
り
、
予
定
の
変
更
や
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
止
や
変
更
の

場
合
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。
事
前
に
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

�

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校　

　
☎（
42
）２
４
７
０
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特

　集

特

　集 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
修

工
事
補
助
金

ブロック塀の点検のチェックポイント

出典 ：
パンフレット「地震からわが家を守ろう」 日本建築防災協会 2013．1 より一部改

高さ

ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合が
あれば危険なので改善しましょう。
まず外観で１～5をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や
分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。

□ １．塀は高すぎないか
・塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。

□ ２．塀の厚さは十分か
・塀の厚さは10cm以上か。 （塀の高さが2ｍ超2.2ｍ以下
の場合は15cm以上）

□ ３．控え壁はあるか。 （塀の高さが1.2ｍ超の場合）
・塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した
控え壁があるか。

□ ４．基礎があるか
・コンクリートの基礎があるか。

□ ５．塀は健全か
・塀に傾き、ひび割れはないか。

＜専門家に相談しましょう＞

□ ６．塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横とも 80cm間隔
以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、
横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
・基礎の根入れ深さは30cm以上か。 （塀の高さが1.2ｍ超の
場合）

ひび割れ

鉄筋

厚さ

根入れ

控え壁

組積造 （れんが造、石造、鉄筋のないブロッ
ク造） の塀の場合

□ １．塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か。

□ ２．塀の厚さは十分か。

□ ３．塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの

1.5倍以上突出した控え壁があるか。

□ ４．基礎があるか。

□ ５．塀に傾き、ひび割れはないか。

＜専門家に相談しましょう＞

□ ６．基礎の根入れ深さは20cm以上か。

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

前
期
学
校
公
開



「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の
確
保
と
農

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編

入
申
請
な
ど
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
外
申
請
は
、
該
当
の
土
地
を
農
業
以

外
の
目
的
で
利
用
し
、
次
の
５
つ
の
要
件

を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、事
前
に
相
談
の
う

え
、産
業
観
光
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
計
画
変
更（
除
外
）の
条
件

①�

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
る
土
地
が

な
い
こ
と

②�

農
地
の
集
団
化
や
農
作
業
の
利
用
に
支

障
が
な
い
こ
と

③�

農
用
地
の
利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ

と
④
土
地
改
良
機
能
に
支
障
が
な
い
こ
と

⑤�

土
地
改
良
事
業
な
ど
の
完
了
し
た
年
度

の
翌
年
か
ら
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

◆
受
付
期
間　
５
月
31
日（
水
）ま
で

◆
今
後
の
申
請
受
付
期
間（
予
定
）

　
年
２
回（
締
切
５
月
31
日
、11
月
中
旬
）

【
問
合
せ
】

　

産
業
観
光
課　
☎（
４２
）１
４
２
８

農
地
の
賃
貸
借
に
お
け
る
実
勢
賃
借
料

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
農
地
の
賃
借
料
決

定
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

農
地
の
貸
借
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。

【
問
合
せ
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
４２
）１
４
２
８

一
宮
海
岸
駐
車
場
の
有
料
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
駐
車
場
の
収
益
は
、
今
後
の
一

宮
海
岸
整
備
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
海
岸
に
公
衆
ト
イ
レ
の
増
設
を

行
う
予
定
で
す
。

◆
有
料
期
間　

�

４
月
22
日（
土
）か
ら

�

令
和
６
年
１
月
８
日（
月
・
祝
）ま
で

◆
有
料
時
間　

�

午
前
６
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

◆
使
用
料
金

※�
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
、
免
許

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
無
料
に
な
り

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

産
業
観
光
課　
☎（
４２
）１
４
２
７

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
の

な
か
っ
た
世
代
の
男
性
を
対
象
に
、
風
し

ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
抗
体
検
査
を
受
け

た
結
果
、
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

未
受
診
者
の
方
に
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ク
ー
ポ
ン
発
行
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

�

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

◆
期
間　
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で

◆
費
用　
無
料

◆
実
施
方
法

　

�

ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
抗
体
検
査
受
け
た

結
果
、
抗
体
価
が
低
く
、
必
要
が
あ
る

方
に
は「
風
し
ん
予
防
接
種
」を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
申
請
の
受
付

農
地
の
賃
借
料
情
報

一
宮
海
岸
駐
車
場
の

�

有
料
期
間
の
お
知
ら
せ

風
し
ん
抗
体
検
査
、
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

令和４年１月～ 12月：金額は10アールあたり

農地区分 平均額 最高額 最低額

田 13,900円 16,700円 4,900円

畑 11,000円 19,100円 7,700円

※１　�賃料が物納の場合は作物の平均価格により金銭に換算してい
ます。

※２　金額は算出結果を四捨五入し、100円単位にしています。
※３　�実勢賃借料のお知らせであり、実際に契約する金額は双方の話

し合いで決めてください。

車　
種

金　
額

大
型

１
，０
０
０
円

中
型

７
０
０
円

普
通
・
小
型
・
軽

５
０
０
円

自
動
二
輪
・
原
付

１
０
０
円



メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
と

し
て
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

今
年
も
腎
臓
の
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る「
血

清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
」と「
尿
酸
値
検
査
」

を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、腎
臓
病
や
痛

風
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す
の
で
、

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

前
回
は
９
１
１
人
が
受
診
し
、メ
タ
ボ
予
備

軍（
動
機
付
け
支
援
者
）が
１
０
６
人
、メ
タ

ボ
該
当
者（
積
極
的
支
援
者
）が
39
人
で
し
た
。

こ
の
う
ち
22
人
の
方
が
保
健
指
導
を
受

け
、生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆�

と
き　
５
月
31
日（
水
）か
ら
６
月
12
日

（
月
）※
１
日
・
４
日
・
11
日
は
除
く

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆�

対
象
者　

�

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

◆
健
診
内
容

　

�

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
医
師
の
診

察
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
貧
血
検

査
・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
・
尿
酸

値
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

※�

後
期
高
齢
医
療
保
険
加
入
者
の
健
康
診

査
も
同
日
に
行
い
ま
す
。

◆
注
意
点

　

�

同
じ
年
度
内（
５
月
31
日
～
12
月
24
日
）

に
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場
合

は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
た
方
は
、
特
定
健
康
診
査
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

住
民
課　
　
　
☎（
４２
）１
４
２
３

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
30

歳
代
の
方
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
が
な
い
方
は
、
健
康
管
理
の
た
め

に
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

対
象
者　
30
～
39
歳
の
方（
令
和
５
年

４
月
１
日
現
在
）

※�

39
歳
の
方
で
令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で
に

　
４０
歳
に
な
る
方
は
、
特
定
健
診
の
対
象

で
す
の
で
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
町
か
ら
別
途
、
特
定
健
診
の
問
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

◆
と
き

　
５
月
３１
日（
水
）か
ら
６
月
12
日（
月
）

※�

１
日
・
４
日
・
11
日
は
除
く

　
受
付
時
間
：
午
後
０
時
45
分
～

�

午
後
２
時
10
分

※�

２
日（
金
）・
12
日（
月
）は
、
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
す
る
託
児
所
を
設
け
て

い
ま
す
。（
要
予
約
）

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
健
診
内
容

　

�

身
体
計
測
・
問
診
・
尿
検
査
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査（
糖
・
脂
質
・
肝
機
能
・
貧

血
・
尿
酸
値
・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）な
ど

◆
費
用　
１
，０
０
０
円

◆
申
込
方
法

①�

電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
後
日
問
診
票
な
ど
を
郵
送
し

ま
す
。

②�

対
象
者
で
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
に
は
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
し
ま
す
。普
段
、歯
や
歯
肉
、口
腔
内
に

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や
口
に
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

◆
と
き　
５
月
29
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容　

�
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
指

導
・
歯
科
相
談

◆
費
用　
無
料

◆�

定
員　
３
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
予
約
受
付
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

看
護
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
、
看
護

職
へ
の
就
業
促
進
を
図
る
た
め
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き　
５
月
13
日（
土
）

　
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

◆�

と
こ
ろ　
ペ
リ
エ
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ
千
葉

駅
ペ
リ
エ
７
階
）

◆
テ
ー
マ　
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

　
　
―
看
護
の
力
で
未
来
を
変
え
よ
う
―

◆
内
容

　
・
看
護
の
魅
力
に
関
す
る
講
演

　
・
進
路
相
談

　
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
費
用　
　
無
料

◆�

申
込
み　

千
葉
県
看
護
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

送
付

・
千
葉
県
看
護
協
会

　

０
４
３（
２
４
８
）７
２
４
６

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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生
活
習
慣
病
予
防
を
！

年
一
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

㉚
歳
代
の
方　
健
康
診
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

成
人
歯
科
相
談

令
和
５
年
度
「
看
護
の
日
・

看
護
週
間
」
イ
ベ
ン
ト
開
催



◆
検
査
内
容　
血
液
検
査

　
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）

◆
対
象
者

　
左
記
の
項
目
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

・�

40
歳
以
上
で
、
過
去
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

・
現
在
、肝
炎
の
治
療
中
で
な
い
方

・�

職
場
な
ど
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方

◆
と
き

　
５
月
３１
日（
水
）か
ら
６
月
12
日（
月
）

※�

１
日
・
４
日
・
11
日
は
除
く

　
受
付
時
間
：
午
後
０
時
30
分
～
45
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　
無
料

◆�

申
込
み　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
町
の
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
受
診
歴
を
確
認
し
、
過
去

に
受
診
歴
の
な
い
方
に
受
診
票
を
発
行

し
ま
す
）

※�

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度（
75
歳
以
上
）の

健
康
診
査
対
象
者
の
方
は
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

　

�

集
団
健
診
の
問
診
票
の
裏
面
に
受
診
票

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

◆
検
査
内
容　
血
液
検
査

◆�

対
象
者　
50
歳
以
上
の
男
性（
令
和
５

年
４
月
１
日
現
在
）

◆
と
き

　

�
５
月
３１
日（
水
）か
ら
６
月
12
日（
月
）

※�

１
日
・
４
日
・
11
日
は
除
く

　
受
付
時
間
：
午
後
０
時
30
分
～
45
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　
５
０
０
円

◆�

申
込
み　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度（
75
歳
以
上
）の

健
康
診
査
対
象
者
の
方
は
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

　

�

問
診
票
に
前
立
腺
が
ん
検
診
の
希
望
有

無
を
選
択
す
る
欄
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
対
象
の
方
に
ご
案
内
の
書
類
と
予
診
票

を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
定
期
接
種
対
象
者

①�

過
去
に
１
度
も
接
種
し
て
い
な
い
方

で
、
令
和
５
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、�

１
０
０
歳
に
な
る
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ

り
、日
常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
方

◆
期
間　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

◆�

助
成
額　
接
種
費
用
の
内
３
，０
０
０

円
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
の

窓
口
で
は
３
，０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
生
活
保

護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
助
成
は
生
涯
で
１
回
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

町
独
自
事
業
と
し
て
、
定
期
接
種
に
該

当
し
な
い
65
歳
以
上
の
方
に
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
任
意
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
に
、予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

◆
任
意
接
種
対
象
者

　
接
種
時
点
で
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65

歳
以
上
で
左
記
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方①�

今
ま
で
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の「
前
回

接
種
」よ
り
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

方
※�

接
種
当
日
に
住
民
登
録
が
な
い
方
、
一

度
で
も
町
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
、

転
入
な
ど
で
前
住
所
地
に
て
助
成
を
受

け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

◆
期
間　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

※��

令
和
６
年
度（
令
和
６
年
４
月
１
日
）

以
降
は
任
意
接
種
の
助
成
が
終
了
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆�

助
成
額　
接
種
費
用
の
内
３
，０
０
０

円
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
の

窓
口
で
は
３
，０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※�

町
が
発
行
し
た
予
診
票
を
契
約
医
療
機

関
に
提
出
し
接
種
を
完
了
し
た
方
が
、

助
成
の
対
象
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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前
立
腺
が
ん
検
診
の

�

お
知
ら
せ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
定
期
）

の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

（
任
意
）
を
実
施
し
ま
す

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

�

～
肝
炎
検
査
の
お
知
ら
せ
～



一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
独
り

暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
世
帯
で
一
定
の
条

件
を
満
た
す
方
に
、
お
弁
当
を
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

配
達
担
当
者
は
、
現
在
８
人（
平
均
年

齢
74
歳
）で
、
月
３
回
木
曜
日
に
１
人
当

た
り
約
５
軒
を
20
分
～
40
分
程
で
配
達
を

行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
者
も
高
齢
化
の
た

め
年
々
減
少
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
活
動
が

継
続
で
き
る
よ
う
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

早
春
の
田
ん
ぼ
に
最
初
に
姿
を
あ
ら

わ
す
の
は
ア
カ
ガ
エ
ル
た
ち
で
す
。
雨
が

ふ
っ
て
、
暖
か
く
な
っ
た
朝
、
た
く
さ
ん

の
ア
カ
ガ
エ
ル
が
集
ま
っ
て
、
田
ん
ぼ
の

中
に
卵
を
産
み
ま
す
。
２
月
18
日
、
松
子

の
田
ん
ぼ
で
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
し
ら
べ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
宮
小
学
校
の
６
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
、
松
子
の
田
ん
ぼ
を
３
区
画
に
わ
け
、

産
み
つ
け
ら
れ
た
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
を

数
え
、
さ
ら
に
１
つ
の
卵
塊
に
い
く
つ
の

卵
が
入
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
松
子
の
田
ん
ぼ
に
は
合
計

２
０
０
個
の
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
が
あ

り
、
一
つ
の
卵
塊
に
は
平
均
７
０
０
個
の

卵
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
卵
が
全
部
か
え
っ
た
ら
、
松
子

の
田
ん
ぼ
は
14
万
匹
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

で
あ
ふ
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

調
査
を
始
め
る
前
に
、
焚
き
火
に
仕
込

ん
で
お
い
た
焼
き
芋
も
、
調
査
が
終
わ
る

頃
に
は
食
べ
ご
ろ
に
。
ふ
ー
ふ
ー
と
焼
き

芋
を
頬
張
り
な
が
ら
、
自
然
界
っ
て
す
ご

い
と
感
動
し
ま
し
た
。

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年

５
月
３
日
に
田
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

　

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会　
鶴
岡
・
森

　
☎（
42
）３
４
２
４

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

　

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。　

会
員
募
集
中
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会　

�

～
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

�

『
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
が
い
っ
ぱ
い
、
松
子
の
田
ん
ぼ
』



まずは相談してみませんか？
　～5月相談日～

・とき　　5月11日（木）
　　　　　午前10時から正午
・ところ　保健センター小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方

【問合せ】福祉健康課　☎（42）1431
※予約は相談日の３日前までです。

・とき　　5月11日（木）
　　　　　午後2時から4時
・ところ　保健センター小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112
※予約は相談日の３日前までです。

・とき　　5月9日（火）
　　　　　午後1時30分から5時
　　　　　1組　30分

【問合せ】
　企画広報課　☎（42）2113

・とき　　5月16日（火）
　　　　　午後1時30分から3時30分
・ところ　保健センター小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方

【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき　　5月25日（木）
　　　　　午前9時から正午
・ところ　一宮町社会福祉協議会
・対象　　町内在住の方

【問合せ】
　社会福祉協議会　☎（42）3424

人権に関する相談
例）差別、ハラスメントなど
※�電話や福祉健康課窓口で随時予約
できます。（平日のみ）

国の行政全般についての相談や意見・
要望の受付
※�電話や総務課窓口で随時予約でき
ます。（平日のみ）

町民の皆さんが日ごろ感じている町
政に対する提言・要望・意見など「生
の声」を直接町長がお聴きします。
※�電話や企画広報課窓口で随時予約
できます。（平日のみ）

【予約受付開始日時】
4月19日（水）
午前8時30分から
※�電話や総務課窓口で予約できます。
（平日のみ）

【相談内容】
日常生活上の悩みや心配ごと
例）�暮らしや住まい、家族に関するこ
となど

※相談は無料です。秘密は守られます。
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そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時�
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。
� 【問合せ】　企画広報課　☎（42）2113

【要予約】
人権相談

【要予約】
行政相談

【要予約】
町長室
開放日

【要予約】
弁護士
による
法律相談

【予約不要】
心配ごと
相談



人
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※�このスケジュールは
3/23現在のもので、
以降、変更になる�
ことがあります。
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●公立いちのみや保育所　【問合せ・予約】☎(42)2514（月曜日から金曜日）
　子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子を対象に保育所を開放しています。
　広いお庭で遊んだり、行事に一緒に参加しませんか？お気軽にお申し込みください。

●子育て支援館「おおぞら」　◆利用時間　月曜日から金曜日　午前9時から午後3時
今月のイベント（要予約）　◆さくらんぼ　開催日など詳細はLINE、インスタグラムで配信
　しています。お気軽にお問い合わせください。
　（参加費）親子1組500円、（給食）お子さまのみ500円※事前予約

【問合せ】みんなのいえさくらんぼ・飯田　☎080（4902）1880 
◆座談会「こんな子育て支援がほしい」5月11日（木）午前10時30分から正午
　参加費無料　※イベント参加申込みはＱＲコードからご予約ください。

【問合せ】　138子育てネットワーク•藤井　☎090（7720）6070
　　　　　*138konet@gmail. com

【支援館に関する問合せ】　愛光保育園　☎（40）1033

●子育て支援館「しおかぜ」　◆利用時間　月曜日から金曜日　午前9時から午後3時
今月のイベント（要予約）　◆おもちゃの広場　５月10日（水）午前10時30分から　参加費500円
　東京おもちゃ美術館から楽しいグッドトイがやってきます。一緒に色々な遊び方を見つけて楽しみましょう。
　※予約制です。公式LINEをご確認ください。

【問合せ】　Mommy wayたまひよ部　☎050（3577）1335
	 *info@mommyway.net

【支援館に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

●�地域子育て支援「ちきんえっぐ」　園庭開放や自然学校など各種イベント（要予約）を実施しています。
また、月に1回保健センターで出前保育を実施しています。

　＜出前保育（予約不要）＞　５月26日（金）午前10時30分から11時30分
　親子ふれあい遊び、制作（かたつむりを作ってみよう）

【問合せ】　一宮どろんこ保育園　☎（44）7597

●�町内4か所の保育施設で園庭開放を行っています。詳しくは各施設にお問い合わせください。

映画会※要予約 ◆とき　5月17日（水）午前10時から
◆内容　「ジャックと豆の木」ほか

子育て相談室「コアラ組」※要予約 ◆とき　5月12日（金）午前10時から正午

親子教室「ひよこ組」※要予約（前日まで）
　�育児・栄養相談・看護師による身体計測
も行っています。

◆とき　5月9日（火）、16日（火）各日8組
　午前10時から11時（受付：午前9時45分）
◆内容　「親子であそぼう」

絵本の貸出※予約不要
　�子どもたちは絵本が大好きです。絵本は
子どもの成長には欠かせないものです。

　「小さい頃に見た絵本は一生の宝物」
※�5月から毎週土曜日の午前中もはらっぱ

文庫と園庭を開放します！（臨時で中止
する場合があります。）

◆�テーマ「はたらく車」　パトカー、救急車、消防車、
トラックなど、さまざまなシーンで活躍する人気
の車を集めてみました。

◆とき　月曜日から金曜日　午前9時から午後4時
　　　　土曜日　午前9時から正午
◆ところ　はらっぱ文庫（保育所玄関ホール）

♪お子さんと一緒に遊びに来てください♪

ちきんえっぐだより

LINE

LINE

LINE

インスタグラム

インスタグラム

たまひよ部

138子育てネットワーク

さくらんぼ



●�高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、地域包括支援センターにお気軽に
ご相談ください。� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

【チェックリスト】

　今回は「生活習慣見直しポイント」についてのお話です。
心身ともに健康的な生活習慣を目指し、生活習慣を見直しませんか。見守りや地域活動に
参加するためには心身ともに健康的な生活習慣を作ることは大切です。
　チェックリストを参考に生活習慣が乱れていないか確認してみてください。

閉じこもり＋運動不足＝寝たきり・認知症へのリスクが高まります
　閉じこもりが続くことで人との交流が減り外出が億

おっ
劫
くう
になり、運動不足の状態が続くこ

とで心身の機能低下が現れ、寝たきり・認知症になる危険性が高まります。外へ出る楽し
みや喜びを見つけて外出の機会を増やし、しっかり運動することが大切です。

□生活リズムが整っている
生活リズムを乱して、外出や家族・友人など
との交流を難しくしていませんか？基本的
な生活リズムを崩さないようにしましょう。

・朝起きて、夜に寝る。
・�朝・昼・晩の３食きちんと食べま

しょう。

□身だしなみに気を使っている
一日中パジャマで過ごしたり、人と会わない
からと思い朝起きた時のままの状態ではあ
りませんか？

・�起きたら、パジャマから
　着替え、身だしなみを整
　えましょう。

□体を動かす習慣がある
足腰の丈夫さは、転倒・骨折の不安を解消
し、外出の意欲にもつながります。足腰の元
気を維持するためにも運動や体操を取り入
れましょう。

・�エレベーターやエスカレーターより
階段をつかいましょう。

・外出は自転車や徒歩で。
・�歩くときは歩幅を広く、早めに歩き

ましょう。

□体の健康をチェックしている
高齢になるとお医者さんにかかる頻度は増
えていきます。体調の悪い時はまず「かかり
つけ医」へ。若い時以上に重要です。

・�かかりつけ医・かかりつけ歯科医・
かかりつけ薬局を持ちましょう。

・�健康に関する心配ごとの相談先を持
ちましょう。

・毎年健診を受けましょう。
・�歯科健診も定期的に受け
　るようにしましょう。
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すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます



保健センターだより

メタボリックシンドロームは、不健康な生活習慣などによる内臓脂肪型肥満（内臓肥満）に加
え、高血糖、高血圧、脂質異常（高脂血症）の３つのうち２つ以上が合併した状態をいいます。肥
満、高血糖、高血圧、脂質異常は、それぞれが動脈硬化を進行させる要因です。その要因が重なる
と更に影響しあい、動脈硬化が進行してしまいます。メタボリックシンドロームが怖いのは自覚
症状がないため、放置しておくと動脈硬化が急速に進み、脳卒中や心筋梗塞などの循環器病を引
き起こすことです。

【問合せ】福祉健康課　☎（40）1055

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは

◆診断基準

あてはまる項目をチェックし、気になるところから改善しましょう。
☆生活習慣チェック
□朝食を抜いている
□野菜や果物をあまり食べていない
□脂っぽいものや甘いものが好き
□お腹がいっぱいになるまで食べる

⃝ゆっくりよく噛んで、腹八分目にしましょう

⃝１日３食、規則正しく食べましょう

⃝栄養バランスのとれた食事をしましょう

⃝�仕事や家事の合間に、意識してからだを�

動かしましょう

⃝１日１万歩を目標に歩きましょう

⃝週に２日は１回３０分以上の運動をしましょう

☆運動習慣チェック
□最近、運動をしていない
□�いつもエレベーターやエスカレー
ターを利用する
□�休日は家でごろごろしていること
が多い
□車で移動することが多い

必須項目 以下の２つ以上に該当

内臓脂肪型肥満
腹囲：男性85cm以上
　　　女性90cm以上

高血圧
収縮期（最大）血圧130mmHg以上
または、拡張期（最小）血圧85mmHg以上

脂質
中性脂肪150mg/dl以上
または、HDLコレステロール値40mg/dl未満

高血糖
空腹時血糖値110mg/dl以上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

※腹囲はおへそ周りで測定します

生活習慣の改善で内臓脂肪を減らしましょう！
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※活動内容の詳細は各サークルへ確認してください。 【問合せ】中央公民館　☎（42）4576
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令和 5年度　公民館サークル一覧
サ ー ク ル 名 活　動　曜　日 場　所

1 一宮町太極拳同好会 毎 週 木 曜 日 10：00～ 12：00 大 会 議 室
2 剛柔流空手道有心会 毎 週 火 曜 日 18：00～ 21：00 大 会 議 室
3 健康気功コスモス 毎 週 金 曜 日 10：15～ 11：45 大 会 議 室
4 フラ&タヒチアンダンス 第 1・3 土 曜 日 19：00～ 21：00 大 会 議 室
5 タートルクラブ 毎 週 月 曜 日 13：30～ 15：30 大 会 議 室
6 3B一宮 第 1・2・4水曜日 13：30～ 15：00 大 会 議 室
7 一宮詩舞クラブ 第 2・4 金 曜 日 13：00～ 16：00 和 室
8 一宮ヨーガ愛好会 第 1・3 水 曜 日 14：00～ 15：30 和 室
9 フラハイビスカス 毎 週 木 曜 日 13：30～ 15：00 和 室
10 一宮茶道サークル 第 2・4 水 曜 日 13：00～ 16：00 和 室
11 ウクレレ　レッド　コーラル 第 2・4 火 曜 日 14：00～ 16：00 講 義 室
12 犬槇俳句会 第 3 木 曜 日 13：00～ 16：00 講 義 室
13 手話サークル 毎 週 火 曜 日 19：00～ 21：00 講 義 室
14 加納久宜公研究会 第 3 火 曜 日 19：00～ 21：00 講 義 室
15 みんなの英会話 毎 週 金 曜 日 17：00～ 19：00 講 義 室

16 詩吟友詩会 第 2 土 曜 日
第 4 金 曜 日 14：00～ 16：00 講 義 室

生 活 研 修 室
17 健康体操教室 毎 週 金 曜 日 14：00～ 15：00 視 聴 覚 室
18 一宮フラウエンコール 第 2・4 水 曜 日 9：30～ 11：30 視 聴 覚 室
19 うた声のつどい 毎 週 火 曜 日 13：00～ 15：00 視 聴 覚 室

20 ポップ・コーラス 第 1・3 土 曜 日 19：00～ 21：00 視 聴 覚 室第 4 日 曜 日 14：00～ 16：00
21 裂き織サークル 第 2・4 水 曜 日 9：00～ 12：00 生 活 研 修 室
22 絵手紙サークル 第 3 火 曜 日 9：30～ 12：30 生 活 研 修 室
23 なんでもリメイク 第 1・3 金 曜 日 10：00～ 11：30 生 活 研 修 室
24 パッチワーク彩 第 1 金 曜 日 13：00～ 16：00 生 活 研 修 室
25 美そら会 第 1・3 月 曜 日 13：00～ 15：30 生 活 研 修 室
26 囲碁クラブ 水・ 土・ 日 曜 日 13：00～ 17：00 青 年 会 議 室
27 ランゲージ研究会 毎 週 木 曜 日 10：00～ 12：00 青 年 会 議 室
28 エアロビクスクラブ 毎 週 木 曜 日 9：45～ 11：45 振 武 館
29 自彊術 毎 週 木 曜 日 13：30～ 15：00 創 作 の 里

30 一宮第 1陶芸クラブ 第 2 水・ 土 曜日 9：00～ 17：00 創 作 の 里第 3 水 曜 日 9：00～ 17：00
31 一宮第 2陶芸クラブ 第 4 水・土曜日 9：00～ 17：00 創 作 の 里
32 染色サークル 第 1・3 木 曜 日 13：00～ 16：00 創 作 の 里
33 染色グループ「朔の会」 第 1・3 水 曜 日 10：00〜 12：00 創 作 の 里

これは有料広告です



＊25ページの申込書にてお申し込みください。
＊対象者は、町内在住もしくは町内在学・在勤者の方です。
＊各教室とも参加費は無料です。（材料費別）
＊定員を超えた場合、抽選により決定します。
＊状況により教室の内容や開催時期の変更、中止する可能性がありますのでご了承ください。

〜 令和５年度公民館教室募集のお知らせ 〜
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○手話教室【公民館・視聴覚室】
定 員 10人

対 象 成人

日 程 ･ 時 間 毎月第２木曜日　13:30 ～ 15:30
（6/8 開講）

講 師 一宮町手話サークル

内 容 手話の基礎を学びながら、手話を通したコミュニケーションを深めます。

○寄せ植え教室【創作の里・創作室】
定 員 10人

対 象 成人

日 程 ･ 時 間 6/6、10/3、12/5、2/6（年 4回）
10:30 ～ 12:00

講 師 石橋涼子先生

内 容 寄せ植えで季節の植物や花を楽しみます。

○ペン習字教室【公民館・講義室】
定 員 10人

対 象 小学生から成人

日 程 ･ 時 間 6/25、7/30、8/27、9/24、10/22、11/26、12/10
10:00 ～ 12:00

講 師 寺尾恵美先生・鶴岡茉莉先生

内 容 きれいな文字を書くコツを学びます。

○崇文館歴史講座【公民館・生活研修室】
定 員 20人

対 象 中学生以上

日 程 ･ 時 間 左ページに詳細があります。

講 師 一宮町教育委員会学芸員

内 容 左ページに詳細があります。

【問合せ】　中央公民館　☎（42）4576



※日時はあくまでも予定です。都合により変更する場合があります。
　本講座以外でも、「町史編さん講座」「文化財講座」などを開催しています。日程が決まり次第、�
お知らせしますので、こちらもぜひご参加ください。
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崇文館歴史講座とは？

募集期間　５月8日（月）～５月１2日（金）
＊申込方法：下記申込書で中央公民館へお申し込みください。

令和 5 年度公民館教室申込書
＜手話・寄せ植え・ペン習字・歴史講座＞

教　室　名 ふ　り　が　な
氏　　　名 生年月日 住　　　所 電話番号

＊�申込みの際に通知用のハガキ（表書きに本人の住所・氏名記載）をお持ちください。公民館教室の�
日程などをお知らせします。

きりとり線

◆崇
すう

文
ぶん

館
かん

とは…
崇文館とは、明治 2年（1869）に最後の一宮藩主・加

か
納
のう
久
ひさ
宜
よし
（1848 ～ 1919）によって�

一宮藩の旧陣屋近くの廃寺につくられた藩
はん
校
こう
です。廃藩置県後の明治 5年（1872）に廃校に

なりますが、のちにこの校舎は小学校に転用されるなど、一宮の教育の基盤になりました。

◆趣旨
この公民館教室では、「座学」を中心に郷土の歴史や文化を学ぶ教室です。令和 3年度から�

事業を開始し、これまで通算で13回開催してきました。各回で独立した講座になっています。

◆ところ　中央公民館・生活研修室

◆予定　

回数 日　時 テーマ 内　容

1 6月 10日（土）
13：30～ 15：00

考古学からみた一宮
の歴史

これまでの町内の発掘調査の成果
から、一宮の歴史をみていきます。

2 9月 30日（土）
13：30～ 15：00

一宮を訪れた人々
～明治・大正編～

かつて「東の大磯」と呼ばれた一宮。
訪れた著名人を紹介します。

3
（令和 6年）
1月 27日（土）
13：30～ 15：00

偽りか、真か？
一宮の伝承あれこれ

一宮に伝わる様々な伝承を紹介し
ます。



＊今月の１冊＊
「知らなかった！パンダ～アドベン
チャーワールドが29年で20頭を
育てたから知っているひみつ～」
可愛いだけじゃない、パンダの謎と魅
力を満載！すべてのパンダファン必読。

☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆感染症予防対策のため、中止する場合があります。

5月　けんこう運動教室の日程

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
※図書室内で蔵書検索ができるようになりました。

【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者

しろがねの葉 千早茜

真珠とダイヤモンド　上・下 桐野夏生

あなたがここにいなくとも 町田そのこ

黄色い家 川上未映子

見果てぬ王道 川越宗一

親愛なるレニー　レナード・バーン
スタインと戦後日本の物語 吉原真理

植物の形には意味ある 園家公毅

おかえり、ウミガメ 高久至

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

1～ 17区・ 船�
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）

1日（月）
慢性痛予防
と介護予防
体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

4月24日（月）②14：15 ～ 15：15
（受付14：00 ～） 20人

16日（火） ニコニコ体
操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

5月9日（火）②14：15 ～ 15：15
（受付14：00 ～） 20人

26日（金） 筋力アップ
体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

5月19日（金）②14：15 ～ 15：15
（受付14：00 ～） 20人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター

東浪見地区・新
浜（東浪見住所） 　 8日（月） お口の健康

体操
10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 5月1日（月）

24日（水） 筋力アップ
体操

10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 5月17日（水）
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
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保健センター
5 月 の行事

※�感染症予防対策のため、延期または中止する場合があります。詳しくは
お問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 1日（月） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 １ 回 目（ 予 約 制 ） 12日（金） 受付 13:15 ～ 13:30 妊婦とその家族

親子ふれあい教室（予約制） 17日（水）
9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児（きょうだいの参加可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加可）と保護者

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ２ 回 目（ 予 約 制 ） 22日（月） 受付 13:15 ～ 13:30 妊婦とその家族

乳 児 相 談 23日（火） 対象者には
別途通知します。 4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児

2 歳 児 歯 科 健 診
24日（水） 対象者には

別途通知します。

令和3年1月～ 2月生まれ

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診 令和3年8月～ 10月生まれ

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 25日（木） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ３ 回 目（ 予 約 制 ）

29日（月）
受付 13:15 ～ 13:30 妊婦とその家族

成人歯科相談（予約制） 15：00～ 16：00 18歳以上の希望者

あ そ び の 広 場
2日（火）・8日（月）・9日（火）・10日（水）
11日（木）・15日（月）・16日（火）・18日（木）
19日（金）・22日（月）・26日（金）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

【今月の健（検）診】

乳 が ん 検 診
9日（火）
10日（水）
19日（金）
20日（土）

対象者に
は別途通
知します。

下記の方に送付します。
①初めて検診の対象となった30歳以上の女性
　（令和5年4月1日現在の年齢）
②過去3年間で受診歴のある方
③今年度の検診の申し込みをした方
※�①から③以外の方で受診を希望される方は、お問
い合わせください。

特 定 健 康 診 査
健 康 診 査
30歳 代 の 健 康 診 査
前 立 腺 が ん 検 診
肝 炎 ウ ィ ル ス 検 査

31日（水）、
6月2日（金）
～12日（月）

（4日、11日を
除く）

●�特定健診：40～74歳の国民健康保険加入者（対象者には通知します）
●健康診査：75歳以上(対象者には通知します）
●30歳代の健康診査：30～ 39歳の方（希望者）
●前立腺がん検診：50歳以上の男性（希望者）
●�肝炎ウィルス検査：対象者など詳細は16ページに掲載しています）

【 5 月の休日在宅当番医（午前 9 時から午後 5 時）】

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

医療機関名
内科系 外科系

5月3日 宍倉病院
☎（24）2171

宍倉病院
☎（24）2171

5月4日 むなかたクリニック
☎（44）5155

☎聖光会病院
☎（35）5151

5月5日 鈴木医院
☎（22）2630

菅原病院
☎（25）1171

5月7日 宍倉病院
☎（24）2171

宍倉病院
☎（24）2171

5月14日 茂原中央病院
☎（24）1191

須田外科・歯科医院
☎（23）7748

医療機関名
内科系 外科系

5月21日 宍倉病院
☎（24）2171

宍倉病院
☎（24）2171

5月28日 もといハッピークリニック
☎（36）3537

公立長生病院
☎（34）2121

※休日当番医は変更になる場合もあります。
中央消防署指揮情報係
☎（24）0119にお問い合わせするか、
　長生郡市広域市町村圏組合ホームページ
　（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）を
　ご確認ください。※�歯科は対応して

おりません
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ゴミ収集コース

前日や夜間に出さず、収集日当日の午前8時30分までに出してください。
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）１コース ２コース ３コース

●

※カレンダーは 5 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

町長室開放日
親子教室「ひよこ組」

活性肥料の無料配付

（場所：�北部クリーン　）�クリーンプラント

人権相談
行政相談 子育て相談室「コアラ組」

14 15 16 17 18 19 20

法律相談
親子教室「ひよこ組」

一宮中体育祭

21 22 23 24 25 26 27

心配ごと相談

28 29 30 31

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。
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期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
� 19：45～22：45
茂原市八千代1-5-4
� （中央消防署裏）
テレフォン案内
	 ☎（24）1011
� （19時～翌朝6時）

♯７００９
医療機関を受診するか�
救急車を呼ぶか迷った�
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18時～翌朝6時
日曜・祝日
　9時～翌朝6時
ダイヤル回線　
� ☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や�
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19時～翌朝6時

ダイヤル回線　
� ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

軽 自 動 車 税（ 全 期 ）

5月31日（水）

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

休日当番医は、令和5年4月から 
長 生 郡 市で2医 療 機関体制に 
なります。一覧は27ページに 
掲載しています。
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